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図書館における「音」をどう包含するか
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1. はじめに
近年、全国の様々な地域で、図書館整備が進められ

ており、日本図書館協会が 2018 年から 2021 年に行っ
た図書館施設調査の報告（1）によると、複合施設が約
81％となり、地域に限らず新しく計画や整備が進む図
書館は、複合施設の占める割合が高くなっている。今
後は施設機能が融合した図書館の計画も進み、施設機
能とのつながり方について、また図書館単独での計画
においても、最も重要となってくるのは、「音」への
配慮だと考えられる。快いと感じるか、不快と感じる
かは、人によって、あるいは同じ人であっても、その
時の状況によっても大きく変化する。

1990 年代から現在（2024 年 3 月）まで、私たちの
研究室では、全国の公共図書館で重複も含めると約 70
館程度、全来館者を対象にしたアンケート調査や行動
観察調査などを行っている。その際、アンケート用紙
の裏面には、調査した図書館への利用者の意見や要望
などが書かれているが、感謝の意見と共に、「うるさ
い」や「うるさいと叱られた」という意見も多い。あ
る人たちには全く気にならない音が、別の人には不快
に感じてしまう。「うるさい」と書いている人たちは、
高齢者男性層が多く、「うるさいと叱られた」と書い
ているのは、子どもたちを連れた主婦層が多いように
感じられる。これには、様々な要因が考えられるが、

「図書館は静かにしなければならない場所」という先
入観など利用者それぞれが持つ図書館に対する認識の
違いと、静かに過ごしたい利用者と会話やお話をした
い利用者とが同一空間で鉢合わせしてしまったためで
ある。

こうした不幸な状況を、これから少なくしていくに
は、どちらか一方に合わせるのではなく、どちらの利
用も行えるように計画していくことが必要となる。な
ぜなら、図書館利用者だけではなく、地域住民に図書
館の利用状況などを尋ねた「地域調査」を行うと、地
域住民の約 30％しか図書館を利用していないことが報
告されている（2）。そう考えると、せっかく図書館を利
用している利用者に、「音」に対して無理強いや緊張
を強いたりするなど「音」を拒絶するのではなく、あ
る程度は許容して受け入れ、様々な利用者が思い思い
の利用ができる「活動の器」として、図書館を整備し
ていくことが必要ではないかと考えている。

2. 音のゾーニングに配慮した平面計画
珠洲市民図書館では、設計段階から関わることがで

き、利用者が気持ちよく利用するため、「音」のトラ
ブルが起こらないように、声の出る児童層と静かに新
聞を読む高齢者層、いろんな世代が利用する雑誌のあ
るソファ席などをある程度の距離をとって配置した。
つまり、「動」の児童開架と「静」の郷土資料や新聞
コーナーを両端部に置き、中央部に雑誌とソファ席の
ブラウジングコーナー、ヤングアダルト（YA）コー
ナーを「緩衝帯」として配すなど、「音」のゾーニン
グに配慮して配架や家具レイアウトの計画を行ってい
る（図 1）。

珠洲市民図書館内の音環境と滞在場所の関係をみる
ために調査を行ったが、調査当日は残念ながら利用者
が少なく、空調吹き出し音が一番大きく測定され、音
と滞在場所の関係がうまく捉えられなかった（3）。また、
同様の調査を聖籠町立図書館でも行ったが、調査当日
は大雨のため雨音が大きく、滞在場所と音との関係を
正確には捉えきれなかった（4）。

しかし、どちらもワンフロア型の平面形で、開架エ
リアも広いため、座席の選択には自由度があり、利用
者がそれぞれ、利用目的に適した座席や音環境を選択
できていたといえる。

図 1　珠洲市民図書館・すずキッズランド平面図

（提供：（株）双星設計 北陸事務所）

3. 大学図書館における座席選択と音環境
大学図書館では、一斉授業のような教室での受け身

でない、主体的で深い学びのためにアクティブラーニ
ングが実践でき、グループ学習を支援するラーニング
コモンズ（LC）のようなスペースが計画されている。
愛知県内の大学図書館で、公共図書館と同様のアン
ケートや行動観察調査を行ったところ、下記のような
たいへん興味深い結果が得られた（5）。

大学図書館の利用者は、単独利用とグループ利用で
は、単独利用が約 70％と圧倒的に多い。グループで利
用できる家具什器が設置された LC を持つ 4 つの大学
図書館で調査すると、概ね開架閲覧室でも LC でも、
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単独利用が約 70％、グループ利用が約 30％となった。
つまり、個人利用でも静かなキャレル席から賑やかな
LC まで、グループ利用も開架閲覧室でのお喋りから
LC はもちろん個室のグループ学習室まで、それぞれ
の学習活動に合わせて様々な音環境を選択していた。

この大学図書館での利用行動から、静かな席から賑
やかな LC、自分たちだけで集中して議論できる部屋
まで、音環境としては、6 段階は用意した方がよいの
ではないかと整理した。こうした段階性のある音環境
は、公共図書館や学校図書館の計画においても、今後
必要となると考えられ、浦安市立中央図書館では既に
改修工事で LC のようなスペースが整備済みである（6）。

4. 公共図書館での「ほどよいにぎわい」の音環境
総務省が 2014 年から進める公共施設等総合管理計

画（7）の策定もあり、各自治体では施設機能の集約化や
複合化が進んでいる。ホールと複合した野洲図書館で
調査した際、行動観察調査に加えて、来館者アンケー
ト調査で「いつも座る座席」とその「選択理由」を尋
ねており、下記の興味深い結果を得られた（8）。

利用者の滞在が多い人気の場所は、窓側の静かな円
弧状のカウンター席と、新聞雑誌のある天井の高いブ
ラウジングコーナーであった。このブラウジングコー
ナーの選択理由には、「本棚に近いから」なども多いが、
その中で「人が居るから」も挙げられていた。このブ
ラウジングコーナーは、図書館出入口とサービスデス
クに近く、エントランスホールの声やサービスデスク
越しの利用者と職員とのやり取りなど、いつも声が聞
こえ、ほどよく少しザワついている。

人々の中に紛れ込み、人がゆっくりと通過するなど
物が動いている様子をぼんやりと眺めていることで、
逆に匿名性が確保され、落ち着くことがある。都市の
中でいつも人が大勢いる待合せ場所やカフェでは、逆
に人がいないと目立ってしまい、緊張することもある。

今まで図書館は静かな空間として計画されることが
多かった。すべての利用者がにぎわいを求めているわ
けではないが、これからは、ほどよくにぎわいのある
空間の創出が、都市的な落着きを生み出し、そうした
空間を利用者はうまく使い分けていくと考えられる。

5. 図書館における「音」とは何か
図書館の計画において、気をつけないといけない

「音」に関して、ここでは音源と種類について整理す
る（9）。

館内全体に響く音として、①意図的に流す音、②機
械騒音、③外部騒音が挙げられる。図書館によっては、
BGM や川のせせらぎなど自然環境の音を開架室の一
部分で流しているところもあるが、こうした音源に不

快とのクレームがあると、運用を止めてしまう場合も
ある。機械騒音や外部騒音は、ほとんどが不快な音で
あるが、特に対面朗読室やおはなし室などでは、空調
吹き出し音には注意が必要で、天井内の機械本体を極
力離す、ダクトの消音性能を上げるなどの工夫が要る。
また、外に漏れて聞こえるなどの「空気伝播音」は、
離れるほど距離減衰が期待できるが、機械振動が構造
体を伝わってくる「固体伝播音」は減衰率が低いため、
音源と固体の接触を防振ゴムや防振架台などで遮断す
る対策が求められる。

人が発する音には、①声、②足音、③動作音、④活
動音があげられる。静かな空間ほど、話し声だけでな
く、本をめくる音なども不快に感じる場合がある。逆
にこうした静けさが苦手で、先述したように適度に音
がある方が落ち着いて集中できる人もいる。図書館は、

「静かな場所」という考え方もあるが、全体的にもう
少し音に対して許容し、静かに過ごせる場所をきちん
と計画するべきではないかと考えている。

また、成人男性の声など「低音域」の音は、「音の回析」
が大きいため姿が見えなくても回り込んで聞こえてし
まうが、図書館では音量が小さい場合が多い（図 2）。

図 2　「低音域」の音の回折（10） （提供：柳瀬寛夫氏）

図 3　「高音域」の音の直進性と空間・内装の対応（11）

（提供：柳瀬寛夫氏）
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一方で、子どもや女性の高い声など「高音域」の音は、
「音の回析」が小さいため書架などの障害物で減衰が
期待できる。しかし、児童開架エリアは書架が低いた
め、「高音域」の音は広がりやすいので、直接当たる「天
井・壁」の吸音性能などが重要となる（図 3）。多様な
図書館の利用者が気持ちよく過ごせるよう、音の高低
による特性の違いを理解し、空間・内装のデザインを
バランスよく計画したい。

6. 施設全体で考える「音」を包含するゾーニング
公共図書館は小さな子どもからお年寄りまで、様々

な利用者層が利用しているため、にぎわいのある空間
を目指して計画したからといって、大きな声ではしゃ
いだり、飛んだり跳ねたりする場所でもなく、静かに
過ごしたい利用者も大勢いる。先述した珠洲市民図書
館は、子育て支援施設との複合施設であったが、機械
室を除いて利用者が利用する部分がワンフロアだった
ため、館内全体で「音のゾーニング」を考えている。

一方、駅前に立地する亀山市立図書館では、1 階か
ら 4 階まで図書館が積層するため、下階から上階に向
けて動から静の空間へと「音のゾーニング」を断面方
向で計画し、階段の位置をずらすことで、下階の音が
直接上階へ伝わらないようになっている（図 4）。館内
全体は、諸室以外扉や壁で区切られていないが、上階
ではほとんど下階の音が聞こえず、静かな空間が確保
されている。

図 4　亀山市立図書館の階構成と音のゾーニング

（提供：（株）東畑建築事務所）

建物全体を静と動のどちらか一方に寄せて計画する
のではなく、「にぎやかな場所」と「静かな場所」を
利用者にも分かりやすく、また「緩衝帯」などを挟み
ながら、平面的にあるいは断面的にバランスよく配置
することが重要となる。建築では、意匠上のデザイン
やコストの面から、床・壁・天井などの仕上げ材が決
まる場合が多い。多様な利用者が、様々な活動を行う
ことができ、愛着をもって末長く使い続けてもらえる
よう、図書館での「音」を包含する空間づくりやゾー
ニングについて、施設を全体的にまたは部分的に検討
し、実践していきたい。

追悼
令和 6 年能登半島地震で被災された皆様に、心より

お見舞い申し上げます。また、犠牲になられた方々に、
謹んで哀悼の意を表します。
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